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次号予告　　64 巻　4号 ヘッドライン： 市民として必要な基礎・基本の化学Ⅹ 
―児童・生徒・学生は，ここがわからない―

　共有結合は分子間相互作用に比べると安定な結合であり，一般には一旦形成する
と容易には壊れない不可逆的なイメージがある。一方，超分子化学で重要な分子間
相互作用は，弱い作用でありながらその可逆性を活かすことで分子集合体の構造構
築に利用されてきた。近年，特定の外部環境や刺激により可逆的に形成・切断が可
能になる「動的共有結合」が注目を集めている。本テーマでは，こうした動的共有
結合を利用した分子構造体の構築や機能材料への展開について紹介する。

ヘッドラインテーマ： 動的共有結合化学 
―共有結合形成を可逆的に制御する―

　2014 年に開学 140 周年，そして 2015 年に理工学部創立 50 周年を迎えた青山学
院大学は，渋谷と相模原にそれぞれ美しいキャンパスを有する。相模原キャンパス
は理工学部を筆頭に，社会情報学部と地球共生学部を擁する。2015 年と 2016 年に
年始の箱根大学駅伝大会で連覇を果たした陸上競技部のグラウンドも相模原キャン
パスにあり，講義の前後の時間には文武両道を合言葉に部員がキャンパス内を駆抜
けていく。チャペルとともにシンボルタワーである B棟にはビッグサイズ（5　m）
の陸上競技部のユニホームに所狭しと応援メッセージが寄せられている。

表紙の言葉　青山学院大学相模原キャンパス


